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１ 

乾
物
摂
取
量
は
十
分
で
す
か
？ 

牛
の
高
い
健
康
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

安
定
し
た
出
荷
乳
量
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
牛
に
も
り
も
り
エ
サ
を
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
牛
の
直
近
２
～

６
時
間
の
乾
物
摂
取
量
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
を
表

す
指
標
と
し
て
ル
ー
メ
ン
の
張
り
を
評

価
す
る
ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル
ス
コ
ア
（
Ｒ
Ｆ

Ｓ
）
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
ス
コ
ア
が
２
以
下
と
採
食
量

が
少
な
い
牛
が
散
見
さ
れ
る
農
場
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。 

採
食
量
が
不
足
す
る
と
、
無
脂
固
形
分

率
の
低
下
や
、
体
脂
肪
の
分
解
に
よ
る
肝

機
能
低
下
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

改
善
に
は
原
因
の
特
定
が
必
要
で
す
。 

Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
評
価
方
法
は
、
牛
の
左
側
の 

腰
椎
横
突
起
下
部
と
腰
角
と
ろ
っ
骨
の

間
の
三
角
形
の
ル
ー
メ
ン
窩
の
張
り
具

合
で
評
価
し
ま
す
（
写
真
１
・
２
）。
同

じ
牛
で
も
評
価
す
る
時
間
帯
で
ス
コ
ア

は
変
動
し
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
確
認
す

る
場
合
は
同
じ
時
間
帯
に
確
認
し
ま
す
。 

  

２ 

乾
物
摂
取
量
と
飼
槽
の
関
係 

採
食
量
が
不
足
す
る
農
場
で
よ
く
見

ら
れ
る
の
は
牛
の
首
に
コ
ブ
が
目
立
つ

場
合
で
す
。
こ
の
よ
う
な
農
場
で
は
、
ま

せ
ん
棒
や
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
取
付

位
置
を
修
正
す
る
こ
と
で
採
食
量
を
増

や
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

図
２
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
の

ま
せ
ん
棒
と
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
推

奨
サ
イ
ズ
（
成
牛
）
で
す
。 

ま
せ
ん
棒
の
場
合
、

突
出
幅
（
図
２
①
）
が

推
奨
値
よ
り
も
短

く
、
餌
押
し
が
不
足

し
て
い
る
と
、
牛
の

首
に
コ
ブ
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
突
出
幅
が
長

く
、
飼
槽
隔
壁
（
図
２

②
）
が
推
奨
値
よ
り

も
低
い
場
合
は
牛
が

飼
槽
側
に
飛
び
出
し

や
す
く
な
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
突

出
幅
を
３
０
～
３
５

ｃ
ｍ
に
し
た
い
場
合

は
、
飼
槽
隔
壁
の
高

さ
を
５
５
～
５
８
ｃ

ｍ
と
や
や
高
め
に
し

ま
す
。
ま
た
、
通
路
と

飼
槽
の
高
低
差
（
図

２
③
）
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
餌
が

給
餌
通
路
側
へ
と
遠
く
飛
ば
さ
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
、
餌
押
し
の
必
要
回
数

が
増
加
し
ま
す
。 

飼
槽
構
造
が
今
よ
り
も
推
奨
値
に
近

づ
け
れ
ば
、
採
食
可
能
範
囲
は
広
が
り
、

餌
押
し
の
必
要
回
数
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
農
場
の
省
力
化
と
乾
物
摂
取
量
の
向

上
を
目
的
に
、
今
一
度
、
飼
槽
周
辺
の
サ

イ
ズ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

図１ 十勝南部のある農場のＲＦＳ 

（一般的なスコアは、泌乳初期～中期で３、

泌乳後期～乾乳牛で４）                  
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写真１ ＲＦＳ２（採食量は不足気味）                  写真２ ＲＦＳ４（採食量は多め）                  

図２ フリーストール牛舎の飼槽構造の推奨値（成牛） 

（MWPS-7、酪農試験場（2007）より推奨値を引用）                
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